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潜
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榊
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蓄
積

1
i努
?

で

て

寸

遣

い

提

よ

り

予

約

総

は

、

こ

め

還

に

・

ス

ポ

ー

ツ

附

糊

緩

や

山

山

内

が

‘

警

部

年

内

国

勢

湘

撃

で

は

、

E

…

と

理

一

ン

…

特

約

機

滋

セ

ン

タ

ト

ん

Z

階

特

1
制
作
い
移
融
緩
銭
円
セ
ン
人
L

と
い
う
設
禁
一
手

445‘
遊

芸

芦

教

育

築

協

も

つ

〈

ら

れ

る

だ

け

で

細

部

人

に

ら

っ

て

い

ま

す

b

)

な
ど
義
務
一

…

路

地

内

…

i
a
益

事

業

会

タ

ー

も

品

特

筆

書

撃

が

つ

賢

人

々

為

替

つ

き

が

、

書

と

な

く

、

小

慎

重

心

、

:

竺

ア

イ

a
2
2
2
?句
れ
ま
す

2

一

…
町
駅
齢
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叫
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叫
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仙
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滑
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築
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梢
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鵠
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円
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菜
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ら
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し
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つ
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中
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司
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潟
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仁
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然
資
総
で
行
わ
れ
ま

M
q

ら

い

。

〉

川

一

治

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

一

ど

う

い

う

人

が

M
W
え
し
な
け
札
ば

し
た
。
淡
苦
情
ま
つ
り
で
は
、
ほ
か
に
、
減
法
象
た
、
特
別
凶
事
殺
と
し
て
、
無
添
澗

号

7

な
ら
な
い
め
で
し
ょ
、
ヵ

燦
業
ま
つ
り
に
泣
・
齢
制
対
鋭
的
ソ
ァ
ト
ポ

i
ル
大
会
(
後
時
司
食
語
、
紛
せ
っ
け
ん
、
自
然
食
品
問
即

r

平
た
ま
ご
町
犠
を
あ
わ
高
野
山
チ
i
ム
・
準
優
勝
目
崎
山
崎
青
年
売
会
も
一
行
わ
れ
人
気
を
呼
び
ま
し
た
c

回

民

主

せ
て
6
1
2
6…
の
ー
出
品
物
会
)
、
市
市
川
町
市
立
保
育
同
町
図
児
が
渓
一
不
ム
宮
で
辻
、
参
加
者
が
、
パ
ネ
ル
日
制
嗣
均
年
金
泣
.
必
ず
初
入
し
る
け
れ
千
円
保
険
料

が
あ
り
、
審
査
委
員
百
江
(
幾
集
ま
っ
て
の
餅
っ
き
大
会
、
毎
年
議
溺
や
駿
一
不
務
に
興
味
を
一
明
し
、
合
成
洗
剤
、
ば
な
ら
な
い
「
後
線
源
人
生
と
本
人
的
は
も
う
約

業
改
良
普
及
所
長
)
訟
を
呼
ん
で
い
る
出
品
物
的
即
究
会
が
行
添
加
ゐ
嘉
納
刊
の
お
そ
ろ
し
さ
じ
お

Z
護

に

よ

り

受

て

き

交

委

総

λ
二

め

ま

五

委

員

長

〈

食

料

事

為

的

終

わ

れ

ま

し

た

弓

い

て

お

り

毛

淡

綬

品

幅

約

会

的

地

味

な

協

と

に

わ

か

れ

ま

ナ

扮

か

⑬

お

れ

係
予
山
間
制
刑
制
問
後
〉
が
後
進
路
必
会
的
予
約
は
、
日
月
7
悶
的
午
札
測
が
…
絞
め
人
的
、
む
を
材
引
っ
た
よ
う
で
紛
糾
納
入
し
な
け
れ
仏
ば
な
ら
な
い
人
で
い
合
い

し
た
山
間
娘
、
子
綴
開
時
知
務
総
Q
M
時

吋

か

ら

略

行

わ

れ

ま

し

た

が

、

納

分

は

・

州

叫

殺

か

ら

鴎

絞

ま

で

の

、

威

内

に

や

か

、

も

う

徐
所
を
官
刊
す
る
百
十
漁
協
出
向
で

h

次
的

ω
一
一
度
よ
く

t
凶
的
ど
札
は
も
殺
忠
一
一
し
て
い
な
い
人
一
調
べ
て
下

で

す

。

き

い

。

川
厚
生
年
金
や
共
済
閣
総
会
な
ど
の
被
用
問

く
ら
し
の
問
綴
点
先
喝

な
げ
か
け
た

消
資
生
活
展

語草竺tJ由民斡ヘ

国
民
年
金
者
年
金
約
波
打
加
入
者
と
そ
の
奥
さ
い
ず
れ
の
健
闘
川
議
年
金
に
ら
泌
入
し
た

は

、

農

業

‘

ん

。

こ

と

の

な

い

人

が

‘

蕊

総

安

定

す

在

る

と

漁
縁
、
開
業
似
部
長
や
綴
紛
れ
ば
い
さ
い
と
受
け
る
こ
と
が
将
米
議
紛
都
会
金
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

h
u
ど
の
鈎
営
で
怒
る
人
と
そ
め
殺
さ
ん

U

も
あ
り
ま
ナ
。

激
的
人
や
サ
山
間
嶋
カ
総
品
略
的
内
線
隊
。
可
制
閣
燃
M
W
人
L
Lな
け
れ
ば
な
ら
な

i
rス
淡
な
寝
間
的
郡
美
学
生
穆
い
人
で
、
ま
ど
加
入
し
て
い
な
い
人
法

V
先

輩

蓄

の

受

給

基

主

義

ど
的
人
と
そ
今
ま
で
、
移
幾
年
煮
や
終
夜
師
鴨
川
首
導
部
古
胤
加
入
丹
時
γ
筏
き
を
し
て
ド
さ
い
。
〈
受
給
資
格
〉
児
難
手
当
は
、
宮
本

的

哨

単

位

町

内

た

用

出

内

に

住

所

が

あ

る

日

杢

型

民

が

、

次

的

内

主

制

襲

韓

た

議

南

東

欝

司

要

件

に

お

て

は

ま

っ

て

い

る

と

き

に

度

で

、

年

を

支

給

さ

れ

ま

す

。

と

っ

た

り

、

盟

実

年

金

の

保

険

料

免

議

事

言

葉

樹

の

児

童

を

3
人
以
ト
書

障

害

者

と

な

窃

た

王

制

ご

し

て

お

り

、

主

う

ち

1
人
以
ふ
が
縫

っ

た

り

死

更

室

付

与

、

?

っ

て

か

句

官

は

J
J一
「

議

喜

一

2
1
S

C
L
2事
受
け
る
議
芸
、
雲
や
け
が
が
も

4
・
R

e
帯

主

ト

タ

守

的

人

お

ま

収

入

が

、

…

礎

的

に

年

金

を

言

葉

に

な

っ

た

雲

に

受

け

る

月

分

は

6
L
4
1
Z三

総

〈

た

と

え

ば

総

長

縫

い

ろ

い

議

し

て

ゑ

警

落

、

率

三

五

さ

〈

ご

古

毛

に

酔

土

来

季

刊

て

は

、

暴

懇

脱

出

守

が

自

人

的

叫

吋

ム

z

d

部
門
小
前
況
を
れ
k

j
き
に
dmxけ
る
母
子
年
令
場
あ
り

7

8

9

9

7

万
同
門
)
に
満
た
な
い
こ
と
@

ま
す
が
、
ニ
れ
ら
会
党
総
す
る
鳩
合
同
開
月
分
は
9
月

八

支

給

額

〉

兇

京

手

当

丹

絞

は

、

3

険
料
内
約
付
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
末
日
ま
で
口
、

m
-
U参同
M
H
月
分
は
詑
人
以
上
内
児
童
向
う
ち
、
出
生
照
に
数

な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。
事
訟
や
舟
気
月
末
日
ま
で
に

1
・
2
-
3月
分
は
え
て
3
人
吉
以
降
で
あ
る
義
務
教
育
終

に
な
っ
て
か
ら
で
は
問
問
に
ム
甘
い
ま
せ
ん
。

2
月
末
日
と
納
期
間
眠
が
定
め
り
れ
て
い
す
訟
の
先
輩
1
人
に
つ
き
、
月
額
5
0

ま
す
の
で
、

oom円
で
す
。

忘
れ
て
い
V
山
市
川
家
組
事
閥
的
認
総
と
文
総

宇
い
か
、
児
液
晶
γ
浅
の
品
川
払
刊
炎
州
聞
が
あ
る
人
的

も
う
…
波
紋
所
地
内
市
奴
前
村
総
が
.
々
的
人
的

よ
〈
州
側
べ
繍
削
淡
に
務
づ
い
て
総
的
地
し

th附
し
ま
す
企

て
、
必

γ

な
お
、
公
務
同
月
と
公
共
A

就
業
体
的
議

終
期
間
桝
仁
同
R
N
M
勤
め
先
で
日
付
い
ま
す
ロ

約
め
ま
し
曹
憎
ん
議
事
由
回
的
支
払

ょ

う

。

出

品

丞
E
T
当
持
、
毎
年
度
6
月
、
四
月

(
国
保
年

2
n
n
の
3
お
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
軍
部
」
そ
の
H

月
内
務
月
ま
で
の

4
ヵ
月
分
を
ま

ど
め
て
支
払
い
ま
す
喰
(
脳
同
枇
税
務
所
)

弘一
w
v
a
時
ロ
月
日
目
白
午
前
川
制
時
か
ら

い
ト
タ
午
後
書
出
吋
ま
で

v
-
w
v
綴
臨
問
符
ぷ
官
A
M
m

ど

芸

談

災

線

検

叫

U
A渓
険
務
総
撃

に

念

総

…

容

‘
H

脱
会
係
勢
埜

錯す霊祭湾総

お
M

各
後
年
余
波
忠
誠
求
手
続

金

襲

護

的

事

手

続

年
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(3) 

民生@児童
住所 |電話|担当区

布地2739-2 悶叩741 土谷津

久守家555~4 闘1366 1 久字軍

久守家365 闘 2614I 久寺家

久守家324 1 s出7631 久寺京

つ〈し野341“1571切組0311 っくし野

づ〈し野町一 3 1闘54761 つくし野

つくし堅持5~12~1引2 1 3町0741 つ〈し野

つ〈し叩41-3-14叩 313拙4991 つ〈し野

我孫子760 |闘44551並木

明祐子920-94 1脳 31601 並木

担戸328 侶Z23511担戸

担戸1194 1 1路市町|担戸

担戸977 1 3Z1407 1 恒戸

担戸998 闘 53351新宿

掴戸1163-32 偶蹄7081 軒高

恨戸1048 幽45881軒富

我孫子曲一16 回加651 軒高

国戸1089-119 I闘 12081 ときわ

阻戸1088-12 1 32<1807 1 ときわ

担戸日師 |億四9001 ときわ

担戸1085-37 I 1321398-6 I ときわ

白山 2-8-25 1個別947 1 ，j山

白山 2-13-3 I倍野30601 白山

白山 1-16-1 1回 32351 白山

白山 1-7-23 1 sZ1748 1 白山

本町 1-2-3 1 s叩9061本町

本町 3-10-16 1回 39391 本町

帥2-3-1 闘 04日|掠

相碍子新田20 侶担8681 時

担 2 叩-27 1 s担5371陪

寿 1-1-2 1 s目5611 努

寿 1-16-26 眠 3859 I lf 

奔 1-21-23 1 s別2401寿

寿 2-25ー16 1 s阻5861 特 #円←ー部

若怯114-2 1 sZ9328 1若怯

昔示会153-5 叩 8568 若怯

汗2-8-32 闘2544 奔

存 2-7ー29 闘2剖 21 奔

我孫子38'-12 1間四日 | 並 1ミ

我祐子588-1 出 2050 並木

並木 5-10-16 I i'3回m 並木5丁目

並木6-9 -12 I 1，3Z65S31並木 6丁目

並木 7-5-5 1.叩5721投木 7丁目

並木8-3-3 1闘 93221並木8丁目

並木 9-14-2 1句叩8811並木9丁目

栄17-5 臼町田o1 栄

栄24-13 回 32141栄

我孫子1437-30 1田山69801栄

我祐子1758-5 1闘90凹| いずみ

我祐子1768-15 I闘 10461 いずみ

相時170 醐 4735 柴崎

品崎965 回 4646 柴崎

青山892 回 28671青山

司
王
E
J
λ
3
4
i
s

水
は
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
う
え
で
し
た
。

0
2
6
t
で
す
。
こ
の
当
時
的
給
水
一
性
格
不
一
致
は
右
町
内
聞
に
該
当
す

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ち
の
の

1
つ
施
設
能
力
を
み
る
と
、
昭
和
岨
年
度
人
口
が

5
1
9
8人
で
す
か
ら

1

…
る
が
そ
れ
だ
け
で
は
離
婚
は
困
難
で
あ

で

す

。

に

最

大

給

水

量

1
日
あ
た
り

1
万
2
7
人
1
日
の
最
大
給
水
量
は

4
2
4
8
M
っ
て
、
最
高
裁
判
所
内
判
断
を
基
礎
と

市
に
は
湖
北
台
、
久
寺
中
ま
の

2
ヵ
所

5
0
t
だ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は

2

で

す

。

一

し

て

考

え

る

と

次

の

よ

う

な

要

件

が

必

の
浄
水
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

1
つ

湖

万

4
0
0
0
t
に
増
設
さ
れ
ま
し
た
。
限
り
あ
る
水
を
大
切
に
使
い
ま
し
日
要
と
考
え
ら
れ
る

北
台
の
浄
水
崎
(
市
水
道
部
〕
を
訪
れ
こ
の
浄
水
場
に
は
日
本
円
井
戸
が
あ
ょ
う
。
一
山
性
格
の
不
一
致
が
あ
る
こ
と
。

て

み

ま

し

ょ

う

。

り

地

下

水

を

汲

み

あ

げ

て

い

ま

す

。

技

孫

子

市

湖

北

台

9
丁
目
3
番
6
号
一
閉
そ
円
結
果
婚
姻
継
続
困
難
な
ほ
ど
夫

昭
和
胡
年
に
現
在
町
場
所
(
湖
北
古
井
戸
内
深
き
は
約
2
2
0
m
あ

り

、

百

(

剖

)
3
1
1
1
一
婦
関
係
が
破
綻
し
た
こ
と
。

9
3
1
6
)
に
浄
水
場
が
完
成
し
ま

1
本
町
井
戸
か
ら
は

1
時
間
に
約
回
.

m

l

一
間
そ
れ
が
将
来
と
も
回
恒
不
能
な
こ
と

n

〕

一

⑨

の

水

が

汲

み

あ

げ

ら

れ

ま

す

。

一

凶

回

復

の

た

め

2
人
的
努
力
だ
け
で
な

寸

」

会

全

斗

む

学

一

i
悶

司

こ

の

汲

み

あ

げ

ら

れ

た

水

量

素

に

一

く

周

囲

内

協

力

援

助

も

期

待

で

き

な

一

1
J
A

園

町

↑

訴

弘

、

一

一

4

4

1

見

一

言

土

よ

っ

て

殺

菌

さ

れ

配

水

池

に

貯

水

し

、

一

い

こ

と

。

一

山

(

切

誠

一

道

水

ポ

ン

プ

加

圧

に

よ

り

配

水

管

を

通

じ

て

…

富

徒

に

つ

き

も

っ

ぱ

ら

、

ま

た

は

、

r
i
-
-
水

浮

み

な

さ

ん

円

安

庭

へ

給

水

さ

れ

ま

す

。

日

主

た

る

責

任

が

申

立

慨

に

な

い

こ

え

昭
和
岨
年
度
内
給
水
人
口
は
、

2
万

日

巷

間

で

は

よ

く

性

格

が

不

一

致

だ

か

す

口

ン

圏

闘

関

関

図

9
6
4
8人
で

し

た

が

昭

和

日

年

度

ケ

り

離

婚

す

る

と

簡

単

に

い

っ

て

い

る

が

り
、
文
化
的
に
も
恵
ま
れ
、
県
内
で
も
刊
に
は

6
H
7
1
3
7人
と

増

加

の

一

~

相

手

方

が

承

諾

し

な

い

限

り

裁

判

上

で

V
時
間
各
会
場
と
も
午
前
9
時

初

分

時

ま

で

で

す

。

司

d
H叫
H

音

取

の

学

園

都

市

で

あ

る

。

又

、

高

回

出

一

途

を

た

ど

っ

て

い

ま

す

ロ

は

な

か

な

か

む

ず

か

し

い

。

か
ら
日
時
ま
で
と
午
弘
1
時
か
ら

3

(

保

健

課

)

匹

以

一

新

潟

県

蓋

向

車

内

美

し

き

は

絶

妙

で

あ

る

。

一

九

す

ま

で

に

蓄

に

景

し

た

H
は

、

市

最

重

1
1
|」
l
J
I
-
-
-
-
1
|

間

四

回

高

岡

市

満

天

に

苦

手

咲

き

警

官

、

二

布

団

年

8
品
目
、

1
日
2
万
2

望

弁

護

士

渡

辺

重

一

表

島

所

舗

内

問

瓦

官

自

『

さ

に

、

長

〈

践

し

か

っ

た

主

主

訣

別

す

…

i
i
i
i
i
i

一

程

主

主

叫

一

十

一

ヰ

ム

一

快

適

き

の

条

件

は

、

温

度

目

1
加

山

田

則

子

さ

ん

(

品

ら

吉

野

)

る

か

の

よ

ヲ

で

、

童

か

っ

華

闘

で

あ

一

ふ

引

制

判

削

J

一

川

主

昨

上

に

一

四

一

度

C
、
湿
度
目
J
刊

%

、

温

湿

度

計

制

り

、

日

本

三

大

夜

景

町

一

つ

に

賞

せ

ら

町

蕊

w湘
市
地

rm市吋』

一

川

会

斗

帥

哨

山

一

間

一

を

見

る

習

慣

を

つ

け

て

践

的

過

ぎ

に

…

草

山

内

総

連

平

野

町

自

然

に

れ

て

い

る

e

…

内

同

同

同

国

同

建

一

議

布

湖

中

東

一

我

一

向

一

れ

下

|

十

L

|

下

十

十

|

|

下

[

ナ

ト

ι
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
日
恵
ま
れ
た
落
ち
つ
い
た
城
下
町
、
新
潟
そ
し
て
、
夏
、
外
一
掴
一
函
に
咲
く
蓮
叩

V
革
ノ
叩
へ
の
挽
歌
(
麻
生
良
方

)Z

一

川

L
E
I
-
-

一
日
一
語
は
安
全
性
、
経
済
協
、
便
利
吋
県
高
田
が
私
同
義
で
あ
る
。
市
車
内
花
は
東
洋
一
と
か
。
冬
に
は
ス
キ

l
M
E
(桑
原
安
治
)
甲
花
笑
み
(
萩

一

日

M

M

H

M

L

一
性
、
衛
生
な
ど
を
考
え
て
か
ら
害
…
日
山
藍
は
か
つ
て

N
H
K
町
大
河
で
活
気
づ
く
が
当
地
金
谷
山
頂
に
お
言
葉
子
)

V
死
の
賊
(
量
敏
雄
)

一

言

↑

月

一

四

日

↑

ロ

ロ

↑

ロ

一

ま

し

ょ

う

。

吋

ド

ラ

?

「

天

と

地

と

し

の

霧

台

と

な

つ

い

て

、

オ

ー

ス

ト

リ

ア

の

レ

ル

ヒ

少

佐

吋

V
憎
(
宮
尾
登
美
子
)
V
男
は
こ
ろ

「
|
「
1
1
L
I
L
I
-
-

「
L

器
具
の
大
き
き
は
部
屋
に
適
し
た
町
た
号
、
上
杉
謙
信
公
が
お
祭
り
し
て
が
一
本
杖

2
4置
に
初
め
て
こ
り
女
は
ご
ろ
り
(
田
辺
聖
子
)
V
私

欝

繍

簿

附

/

が

/

す

。

も

の

を

選

ぶ

べ

き

で

す

o

T
る
。
高
田
は
、
一
般
的
に
は
雪
の
町
え
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
っ
巴
里
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
(
朝
草
木

機

騒

畿

J

J

M

一
お
気
軽
に
、
お
申
込
み
下
さ
い
。
視
覚
(
心
理
)
的
な
院
か
さ
の
減
点
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
葉
長
野
い
。
ち
な
み
に
、
審
山
頂
に
は
、
レ
で
十
)
甲
ア
メ
リ
カ
人
的
血
と
気
質
(
安

饗

轄

に

J

ゅ
J
V
参
加
ど
な
た
で
も
害
加
で
き
ま
す
。
出
も
忘
れ
ず
に
色
彩
で
暖
か
い
ム

7並
び
教
育
熱
心
な
土
地
柄
で
あ
る
。
亡
霊
安
正
警
の
碑
」
吋
里
大
郎
)
V
標
準
原
色
図
鑑
高

岡
選
一
三
vテ
ー

で

千

葉

県

産

量

(

い

l
ド

を

出

す

の

員

長

で

し

ょ

五

大

雪

始

的

小

さ

な

町

に

も

;
p一

望
し
て
い
る
こ
と
を
付
記
玄

(fz色
日
本
町
美
術

%

〆

畿

六

一

H

↑

わ

し

・

さ

ば

等

)

を

見

直

そ

う

」

う

。

か

わ

ら

ず

、

公

私

立

学

校

が

約

加

校

あ

し

て

お

き

た

い

。

全

却

巻

(

小

学

館

)

〆

鉱

山

一

平

二

v塁
ハ
ガ
キ
又
は
、
書
で
希
望
…

険

機

敏

鱗

¥

一

紀

一

日

・

住

所

・

氏

名

を

は

っ

き

り

と

お

一

譲

鶏

欝

、

~

時

こ

知

ら

せ

下

さ

い

。

一

鱗
議
欝
ダ
¥
一
母
¥

V

受

講

料

無

料

一

綴
機
隊
機
品
仏
海
¥
子
一

¥

V

申
込
先
住
所

i
怪
戸
市
小
梶
本
7
一

V
申
込
先
我
孫
子
市
役
所
保
健
課
(
我
番
地
東
葛
飾
合
同
庁
舎
千
葉
県
山

孫
子
市
我
孫
子
1
3
5
8
)
宮
(MM)

松

戸

消

費

生

活

セ

ン

タ

ー

一

1
1
5
1内
線
2
3
7

宮
0
4
7
3
(
剖
)
2
1
1
1内
線
日

間
日
時
・
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
申

2
6
6
1
2
6
9

込

者

に

追

っ

て

連

経

し

ま

す

。

一

一

室

I

一

章

一

与

1

(
保
健
謀
)
一
程
一
一
議
]
一
議
]
一
止
針
]

ー
埼
↑

A
U
U

全

日

出

師

引

い

一

一

問

問

小

↓

間

一

~

w

z
〓A

役

(

町

η

一
-
戸
市
市
(

敏

一

肝

訂

栄

訂

~氏名
1 斉藤 新

2 保々 世子

3 大炊弥三郎

4 間関政男

5 中道泰之介

6 西村田子

7 1 領谷 稔

8 幸田孝"-

9 桔地時子

10 成踊盟之助

11 神戸和子

12 1 t~野金次郎

日 中署佳津子

14 椎名惣-

151/J、松崎貞子

団 地 図 孝 子

17 相田周一郎

181 保図節子

19 I t~島きい

20 鈴木 しま

担問本庚司

22 横 U たす

23 桔本 エ

24 I tlJ南 省U言

25 津 通雄

26 青木町ぷ

27 問 主 久

26 悶烏同時

目撃 時彦

30 野符ヨシ子

目 柏 木 千 代

田 荒 井 肩 代

田 署田千由子

34 大埋 一二郎

自 供山栄子

36 吉村玄之介

371 i君主辺登具子

38 踊政-

39 野甘みき

'0 荒井すみ

担持木零子

421 J¥塚みよ

43 問中美代子

44 迫田八重子

45 合事紋子

46 深田富美子

47 二階堂李'1，)0

48 古谷 亜

'9 松本持怯

50 一三角位和子

51 井上道英

国 村 正 信

田 中村融ーた
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あ
や
と
り
の
子
等
乗
せ
て
ゆ
〈
霜
の
舟
有
野
利
子

4
弱
日
か
が
め
ば
我
を
芯
と
な
す
正
部

落
葉
焚
く
濯
の
中
に
夫
婦
か
な
鈴
木
紀
子

落
葉
降
る
中
町
大
樹
に
免
れ
ゐ
し
渡
辺
沼
明

石
垣
内
裾
の
湧
き
水
石
路
町
花
坂
戸
信
夫

い
と
し
さ
の
心
に
鴻
き
て
冬
の
縄
小
沢
日
吉

人
多
彩
年
同
湖
町
一
酎
若
長
一
る
酒
林
保

銀
杏
散
る
空
円
深
さ
に
舞
U
上
り
岡
田
畑
町
治

行
〈
方
へ
埋
も
ま
わ
る
焚
火
か
な
松
田
岩
雄

便
り
み
な
老
に
や
き
し
く
風
邪
引
〈
な

的
因
子
代
女

来
る
と
き
も
行
く
と
き
も
ま
た
秋
円
径
金
子
ま
す

寸
許
染
谷
口
市
径
第
1
旬
の
「
霜
の
舟
L

第
2

句
の
b
A

一
弱
臼
の
中
町
「
芯
し
が
興
味
深
い
。

-
1
l
l
B
川
V
F

目
、
が
む
し
ゃ
a
句
に
走
っ
た
。
島
恨
県
走
っ
て
い
る
ん
で
す
。
本
当
に
走
る
こ
思
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
ち

議
官

F
川

川

仙

の

8
0
0
メ
ー
ト
ル
の
記
録
を
持
っ
て
と
が
好
き
な
ん
で
し
ょ
う
ね
J

ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
さ
え
あ
れ
ば

品
盤
以
W
M
川

川

叫

い

た

こ

と

も

あ

る

。

我

孫

子

に

越

し

て

来

て

叩

数

年

、

今

も

っ

と

、

我

孫

子

町

ス

ポ

l
y人
口

E
;
叶
』
F
削

mll

寸
秒
単
位
向
記
録
が
短
縮
で
き
な
〈
で
も
、
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
走
っ
て
は
、
増
え
る
ん
で
す
よ
、
そ
の
き
っ

き
三
一
一

r

b

=

て

、

練

習

を

休

ん

だ

こ

と

も

あ

っ

た

が

、

い

る

。

か

け

づ

く

り

に

少

し

で

も

役

に

立

て

丘
一
言
=
=
ヨ
3
1五
4
=
一
=
何
日
か
過
ぎ
る
と
、
ま
た
ト
ラ
ッ
ク
を
寸
み
ん
な
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
と
ば
ね
J

ラ

イ

ト

に

映

し

出

き

れ

た

コ

ト

そ

ん

な

こ

と

で

、

先

頃

行

わ

れ

た

に

声

高

び

、

う

っ

す

ら

と

汗

を

か

走

っ

て

い

る

と

楽

し

く

て

:

:

:

市

量

動

会

官

、

い

ろ

い

ろ

君

主
人
が
雪
。
夜
間
パ
レ
ポ

1

:・
こ

の

楽

し

さ

を

わ

か

っ

て

も

ら

え

ば

お

っ

て

か

け

ず

り

ま

わ

っ

た

e

ル

講

座

。

・

ー

高

野

さ

ん

の

メ

ガ

ネ

が

光

)

「

走

っ

て

い

る

と

楽

し

く

て

ね

、

っ
て
い
る
ω

機
こ
ん
な
楽
し
さ
を
少
し
で
も
知
っ
て

寸

誰

も

い

な

〈

て

、

し

ょ

う

が

な

い

肌

も

ら

え

れ

ば

、

そ

れ

で

い

い

ん

じ

ゃ

く
て
会
長
に
・
・
・
L

高

野

き

ん

は

、

さ

な

い

か

と

思

っ

て

い

る

ん

で

す

よ

。

」

護

主

体

育

指

導

委

貝

連

絡

協

議

揃

若

い

人

達

に

ま

じ

っ

て

走

り

続

け

会

町

会

長

き

ん

で

あ

る

。

野

て

い

る

高

野

さ

ん

は

、

今

で

も

、

山

山

陰

の

出

雲

市

に

生

ま

れ

、

学

生

高

陰

の

空

の

下

を

息

を

は

ず

ま

せ

走

つ

時

代

に

は

、

中

距

離

の

選

手

と

し

て

、

伊

て

い

る

自

分

の

姿

を

追

い

求

め

て

い

1
日

四

キ

ロ

も

走

っ

た

。

毎

日

、

毎

剛

る

の

だ

ろ

う

。

朽
ち
し
葉
向
上
に
た
ま
れ
る
新
し
き
柿
内
議
を
火
の

も

と

に

掃

き

寄

せ

て

ゆ

く

横

銭

重

苦

奈
良
町
地
内
菩
提
寺
よ
り
は
や
送
り
来
し
来
む
年
の

カ
レ
ン
ダ
ー
見
る
は
楽
し
き
億
困
千
代
子

相
寄
り
て
時
め
を
り
し
イ
ン
コ

2
羽
午
後
に
は
1
羽

死

に

た

り

あ

は

れ

白

川

昌

子

庭
広
〈
明
る
き
っ
つ
じ
荘
に
わ
れ
は
来
て
遠
き
ふ
る

さ

の

盟

を

受

話

和

代

利
根
川
の
土
手
に
ひ
と
も
と
野
あ
ぎ
み
の
ひ
と
き
は

映

え

由

枯

草

円

中

に

稲

葉

悦

子

秋
凪
揺
る
ひ
と
日
を
野
路
に
連
れ
だ
ち
て
キ
ツ
ネ
ノ
7

コ

や

ト

リ

ナ

見

つ

つ

ゆ

く

潟

口

和

子

整
た
け
し
野
に
あ
ら
き
雨
降
り
い
で
て
草
焼
〈
け
む

す
hv

り

直

に

立

つ

見

ゆ

相

楽

比

犠

子

風
吹
け
ば
薄
の
穂
波
片
な
び
〈
秋
た
け
な
は
の
古
利

根

に

来

つ

鈴

木

貞

子

ひ
ろ
び
ろ
と
つ
づ
く
刈
悶
を
見
下
ろ
せ
る
詔
ひ
の
家

に

し

ぐ

れ

降

り

く

る

武

田

福

子

文芸だよりの慨は、皆きんがつくるコ ナ

ーです応募して下さい。締切日は毎月15日ま

で、 1人1句でハガキにかぎります。俳句を

応募される方は翌月の季節にあったような作

品をお願いします。応募先:市役所企閲課広

報統計係(我孫子市我孫子1858)
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千
葉
県
松
戸
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
消
費
者
の
み
な
さ
ん
に
消
費
生
活

に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ

〈
た
的
、
生
}
原
在
室
を
開
催
い
た
し
ま
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定が行われないものについて、

日本計量協会が図的検定に準じ

た検査で合格したものにつけら

れます。 く商工際〉

諮ります

*うは車 *子供用歩行鵠 * 
子供用体重ばかり *大人用骨j

市・プロパン*電気コタツ

議って下さい

*崖卓 (90c旬以上*白黒テレ

手付金ピ内金は
同じものではない(1)

手付金を放棄すれば、契約は

解除で吉る 手付金は、契

約締結を確認する意味で支払フ

も町 Cす。ふつう手付金を支払

った場合、相手が契約の履行に

着手する前ならば、買主は手付

金を放棄すれば契約を解除でき

ます。売り主が解除する時は手

付金の 2倍円額を買い主にisL

ます(解約千付)"契約が実行

された時には、手付金は売買代

金的一部に当てられるのが般

的です。契約時に、手金・保障

(4) 

。ヲ民スケート教室)1市民スキー教室 l 

惨期日 12月10目、 12[1、1411、 砂撤回 昭fU53年 1月27日 O!(:IJ

15日、 17目的 5日問 先)-1月30自の 3iU4 11 (車中

惨時間 午前8時30分一午後 1時 li白)町議習です。

砂申lZ>方法 ハガキに住所、氏名、

従話番号を記人 L (グル プでの

参加希望は 1枚のハガキに記人)

教育委員会社会教育課社会体:Tf{，f，，，

出許可された人はハガキで通知し

ます。通知受理後 1;盟問以内に申

込金5000円を納入 Lてもらいます。

〈土地立入調査に〉
ご 協 力 を

道具一式 *練炭ひばち *工 ピ *電動オルガン *子供用自 金・約定金など町名目で受け波市内 3ヵ所よりパスで送迎) 惨場所 山形県蔵王出JItスキー場

撲周ミシン *あみ後 *望書気 転車 *応接セット ネギヲー Lされたものも手付金とみなさ 1 T場所新松Hスタ ランド 惨募集人数先着40れ(初心行)

温風機 *ガス湯わかし器(都 連絡は商工謀官82-1151内線233 れます。 1 砂賛周 2500円{貨靴、滑走料等) 砂費用 15000円(交通資・宿泊

惨対象 →般市民(先着501，) 賞、保険料等)
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12月31日現在で工業統計調査が なL、

犬を飼ったら
責任を持どう

。登録は年 1回、狂犬病予防注射

は年2回必ず受けること

。犬は必ずつないで飼うこと

。運動させるときは、引き続をつ

けて放さない

。いらなくなった犬、 f子犬は捨て

行なわ札ます。対象は製造業的事 O犬に関して円お問い合せは保健

業所で、製造業活動向状況を明ら

かにすることを目的としています。

調査の結果は、各種的経済分析

や園、県および市町村内行政施策

的基礎資料として広い分野で活用

されます。

謁査員が訪問いたしま Lたらご

協力をお願い Lます。

(企画課)

I~庁、 ドッグセンタ一、またはl市f生

所保健課へ

人権週間の催物
(12/4 -12/10) 

T.首i演 「借地・借家についてJ

b日時 12月9日 午後 1時30分

砂場所湖 It保育園(認泉寺)

(市民課)

1 14金相匝諸市民相岨10.0ト日開
l卸小児マヒ主主ワクチン控与問商工会館14.00-15.00

木|四国醐出回=中央公民曲目阻止凹~此30
l~~計量器定閥横蓋=湖北支同庁10.00-15.002J口M叫州惚叫ワ円ク作叫銭1"我陪子ボランテイアの会J晶問臼=甜工会曲1叩o叩 -12回

金 |wz飯器定期惜蛮冨湖北台支所10凹~見。。
lB世蹄相陸=市民間政皇9.00-12.00，13.00-16.00 

J J::間酔商工棚 田-11帥
土|叶税金嶋崎3日-4日)

1"図書貸出自=rt1央公民館図占呈12.00-16.30
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山田長両日-'11目"日時三皇9.00-15.00
四育児相"~湖北台中央集会所-9.30-1 1. 00 ， 13.00--15.00 If:::ミ1

11，1 n-回鎗貸出目=中央公民曲図書家12.00--16.30 同'"
AI日計匁提定期悼査=市役所1O.OO-15.()0 は、ー

i切初
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タ'
9 金 1"計量器定期検査~，附川崎日)10 曲-15.00

1((]J土いz図書貸出目=中央公民館図書室川寸6.30

11品|は器芸宮雪EEE中諒器おγ笠.住産.内削.叶十4小州、
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好評にニたえて
「裁孫子市史研究」を重版

市民の手で創る -rtl史研究誌「我

孫子市史研究J 1・2品号は、市

民的方々から、県 中央日行E者向

問まで好評をはく Lています。

それにこたえて各 500部を重版

しました。自明価 500円(送科 120

円)でお頒けします。

T申込先我孫子市教育委員会rlf

史福さん室 fi (84) 7661 

(土地立入調査 〉
常磐線我係子取手間線路地設

工事及びこれに伴う附術工事のた

め。

T期間昭和52年12月1日一昭和

53年 5月31日

砂区犠大'f:柴崎宇陀塚、土字青

山字再耳、堂下、大il~、中骨恨、荒

田、茅場、円 1部

(日本国有鉄道東京第 I工事局)

惨申込 ハガキで教育委員会社会

教育課(技孫子市我孫子1858番地)

冬休み教室生徒募集
手賀沼学重量クラブ

T対象 市内小学生

T期間昭干tJ52'!ζ12)117日-11日制1

53年 1月14日

ト時間 下校時から午後6時まで

(冬休み中は、午前9時から)

T場所 千代沼仮設青年館I芋童ク 青山二i地l正両整理事業向}払憾の

ラプ室 ため立ち人り制主主を lf'、ますので、

炉問い合せ百84-5241茂木(夜 間係権利持のこ協力をお草船、 L、た

~) Lます。

出ウスとキネを貸 Lてドきる }j、 修期間 11円相524ミ11fl1511より昭

ご連絡下さ L、。お願いいたします。 fU53'1三3)]3Hlまで

く新有権者の感想文 砂時間…りー / 
募 集 〉砂阿悶区閥域

阿尾敷、西台、仲町、大山、堂下、/

炉内容・標題 !tl:;庄内選挙におい 中曾根、荒凹

(区画監恩課)

年賀状・年末小包
についてのお願い

年賀~kl立、 12 月 20 日までにお出

し下さ t、。(取J恥、は15日からで

す)12月10日(土)1111 (日)17 

11 日一日(日)同デで
す、ぜUこ内日におかきください。

小包l之、 12月15日までにお出 L

下さい。

郵便番号と住所(番地、保信」号、

室番号、肩書まで)は正しくはっ

きりと書いて下さ L、。

(我孫子郵便局)

青色申告(佃人)
決算説明会

砂日時 12月12日(月)午筏 1時

30分一今後4時

1>会場我孫-{.，ti商工会

T必要密類 月別売上、仕入、経

て、あるいは rlJ!.t人的 IIJ を迎え、

新有権者として地方自治やIF1政へ

の参加について自分自身で経験し、

考えたり 感じたり Lたこと o 鰭

閣は内容にふさわしいもの。

1>字数 400字詰原稿用紙4枚以

内

砂応募資格昭和32'n月 llJか

ら昭和33年12月1日までに生札た

者

i盤景講一]
砂日時 12月18日(日)午後1時

一3時

砂場所 中央公民館

惨受付 12月8日 午前9時

砂定員 15名

F葉県選挙管理委Ji会(下葉市rJi

砂締切 12月31日 ("j8i11印Ir効) 惨申弘 中央公民館へ本人が直接

炉提出先 千葉県総務部地方課内 巾L込んでドさい。

砂材料代 850円

均町 1-1) 

(選挙管理委貝会)

。E霊妙義探鳥会。

砂月日 12月3日-48

砂問い合せ fi82-2783 (高崎)

。手賀沼カウント。

修月日 12月11日(11)

惨集合市役所午前9時

」

一

底

凪

一j
 

主
苧

の
苧

歳

稿
却
原
一

F
E

一
炉規定課題は自由、400'(抗原稿

-G" 惨資格昭和32年4月28一昭和

33年 4J! 1目的|剖にIB'tのιの

惨締切昭和52'ド12J!25日

惨送り先我孫子市我孫子1858教

育委民会什会教育課

(青少年〉
ダンスパーティー

費等円集計表も Lくは月別総括集 。盛生沼探鳥会。 惨日時 12月10日(土) 午後6

計表(兼決算準備表)" '52年分 惨月日 12月18日(日)雨天中止 時一 9時

青色申告の決算の子引き」などを 惨集合拍駅東武野回線改札口 砂場所中央公民館

1司封Lた書矧等。 午前9時 惨主催青少年相談員連絡協議会

(松戸税務署我孫千野鳥を守る会) 出参加者は上ばきを用意向こと

く12月の納税>11<相談ごと〉

法律相談国 定 資 産 税
( 3期分)

都 市 計 商 税
( 3期分)

納税は期限内に .(1

@とき 12月6日(火)

9・00-15・。。
@ところ 市役所

市民相談室

テレホンサービス
電話をかけることにより、

市内業務等がわかります。

平日は 1週間的業務、目隠・

休日には、日曜・休日当番医

がわかります。 (24時間可能)
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